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高知県須崎付近の生層位学的研究と四万十帯化帯(白亜系)の展望

甲藤次郎(允所貴

����　

高知大学)･田代正之･平朝彦･岡村真(高知大学)

MasayukiTAslmo,AsahikoTA1趾,MakotoOKA㎜RA.

はじめに

四万十帯は他の海成層に比べ化石の産出に乏しく

その時代及び構造の解明は困難を極めてきた.

著者の]人中藤は先に高知県地質鉱産図及び同説明

書(1960･1961)において初めて四万十帯の大綱を明ら

かにしたが同資料は当時のいわゆる県別地質図刊行の

波にのって約一年半の調査及び編纂期間を経て発行さ

れたものである.

特に四万十帯の場合は高知県の約60%に及ぶ広大な

面積を占めているにもかかわらずそれまでに知られて

いた化石産地はごく限られていたので地層区分はもっ

ぱら岩相区分に頼らざるを得なかった.

その後研究の資料は蓄積されてきたが本文では四

万十帯化帯(白亜系)の重要な模式地である須崎付近の地

質を主題として述べる(写真1).

本地域の最近の古生物学的研究には甲藤･四代

(1979)による再検討があるがその他後述するようなア

ンモナイトやイノセラムスの発見及び放散虫化石の報告

(中世古ら1979)などがある.またこれまでには若干の

報告(NAGA0anaM｡｡｡㎜o.o,1939;M｡｡s㎜o.o,K｡㎜RAand

KATT0.1952;甲藤,196!;HAYAMIandKムwAzAwム,]961;

MATsU丑moandHmATA,1969;甲藩･小畠197批ξ)がある.

また最近の地質調査では甲藤･田代による5万分の

1表層地質図｢須崎｣図幅(1979)を通してρ研究があ

る.

以上のようだ研究による本地域の生層位学的成果を述

べるとともに最近の筆者らの四万十帯全般にわたる研

究を通してみた四万十帯化帯(白亜系)についての地質展

望を述べる.

須崎付近の四万十帯

第1図は仏像構造線南側の須崎市･土佐市にわたる

地域であるが本地域には北より堂ケ奈路層･半山層及

び須崎層の順に分布する.

堂ケ奈路層は本地域では汽水性～浅海性の貝化石を

産する領石～有田統にはじまり上部は宮古統に及ぶ地

層群であるが(甲藤･田代1979)その東方の高知平野を

隔てた香美郡香我美町上組では宮古～ギリヤｰク統に及

ぶ地層群が分布する(甲藤･田代･青木1980).

半山層は岩相上半山層分布地域を二分する断層に

よってその北側の時代未詳の部分と同南側のアンモ

ナイトその他の化石を産する部分に分けられるが後者

は化石から宮古統に属する.前者については化石未発

見のため時代はよく解らないが現在のところ領石統と

推定している.以下説明の便宜上前者の分布地域を

A帯後者をB帯と仮称する.

須崎層は半山層以南に分布し時代は宮古世から浦

河世にわた尋地層群であるが断層で隔てられた分布地

域毎に多少時代を異にするので以下説明の便宜上北

写真1

須1崎湾から北方を望む.1.蝿蛇森(769.3m)2.勝森(514,8m)東側が平坦なのは三宝山層樺の石灰岩･チ

ャｰトの採石(勝森鉱山)による.矢印1仏像構造線の通る位置�
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第1図

須崎付近地質図

DL:堂ケ奈路層下部層DM=堂ケ奈路層中部層DU:堂ケ奈路層上部層

SA:須崎層A帯SB:須崎層B帯SC=須崎層C帯SD:須崎層D帯

X1軟体動物化石(アンモナイトその他)産地嵐:放散虫化石産地

HA=半山層A帯HB:半山層B捨

S:三宝山層鮮BTL:仏像構造線

'より須崎層A帯･B帯及びC帯と仮称する.

以下これらの地層群について説明する(第1図参照).

堂ケ奈路鰯

須崎北方の堂ケ奈路及び東方の上組に分布する本属は

岩相たらびに古生物学上下部層･中部属及び上部層に

分けられる.

堂ケ奈路緩下部鰯1本属は泥岩を主とする.層理は

不鮮明で細かく風化しやすい.帯緑色を示す部分も

ある.灰暗色部分には植物片が比較的多く含まれる.

本属最南部の鯛ノ川(須崎市)からは既に筆者らが報

告したように(甲藤･田代1979)汽水性を示す貝化石

亙･刎{･6･η･五伽士舳肋{,〃･･肋M昭肋伽{･,Bα加

ηθZo6ゐ∫(yo∫肋刎砂5ク∫)れαg励08伽ゐ,Co並｡似Zθ伽sp.な

どが得られる.また同層群よりやや上部の小浜付近か

らは1号θκo炉クgo苑加ク06〃〃加r〃zゐ,G8㌘o加ZZαc正ノわZろ件

55伽α･A桃06伽疵αsp･荏どの浅海性貝化石を多産する.

鯛ノ川の貝化石は下部白亜系の川口層･領石層など

に共通するものが多いのでおそらく領石統(ネオコミ

アン)を示しまた小浜の浅海性化石は有田統(上

部ネオコミアン)のファウナと共通する(図版I参照).

堂ケ奈路煽中部煽1本属は砂岩･頁岩の互層を主とし

しばしぱ礫岩及び石灰岩レンズを伴う.

石灰岩は鳥ノ単式の鰭状構造が認められしばしば

サンゴやスト回マトポｰラなどの化石がみとめられる.

礫岩及び砂岩は比較的化石に富み三角貝･カキ貝や

エキュペクチン･ネイシアなどの二枚貝化石を伴う.

HAYAMIandKAwAzムwA(1961)と甲藤･田代(1979)に

よって報告されたものには次の種類がある(図版I参照).

“C〃〃〃似∫"sp｡

ル{伽α石06腕〃ぬ

Aψ腕3･肋伽0閉

PZ北ατ〃Zαsp.

P妙･オ砲･η{α(･.S.)ん0脇肋伽"

肋グ･雌･肋(･.･.5ク･･棚伽淋

これらの化石から推定される時代はおそらく石堂

層や物部川層に似た下部白亜系中部付近(アプチアン)で

あるがHAYAMIandKAwAzムwム(1961)によればアル

ビアンまで至るであろうと述べている.

堂ケ奈路鰯上部麗:本属は既述のように堂ケ奈路

東方の高知平野を隔てた香美郡香我美町上組付近から

仏像構造線に沿ってほぼ東西に細長く分布している地層

灘である(高知県地質鉱産図参照).

本属は黒色のシルト質頁岩を主とする厚層であり下

部には石灰岩レンズをはさむ.

この頁岩層の上部には肋06〃舳〃3Zα肋肋∫,五a丑.

zα肋5の密集層が発達しまたアンモナイトの破片や

一Pαブηα〃z〃∬{〃〃2ツ〃ろαブ6η3む,M85055α66〃勿sp.N〃｡〃Z"sp.

a乱α舳〃0枕どの二枚貝･有孔虫･放散虫化石を産する

ことが最近明らかになった(甲藤･田代･青木1980)(図

版II10･11図図版皿参照)

また上組からかつて甲藤(1961)によって採集され

た3個のイノセラムスは今回のイノセラムス化石産地

のやや東方から産しており加06θ舳〃洲Cf.嚇〃0舳むと

思われる(図版皿参照).

これらの化石はこの上部層の頁岩層が下部テュロニ

アンから上部テュロニアンであることをか在りの精度で

示しておりまた本属の有孔虫(浮遊性)化石は高柳洋�
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吉教授の鑑定によればイノセラムスによる時代判定と

矛盾しないとのことである(私信による).

これらの上部層･中部属及び下部層のうち堂ケ奈路

の模式地では下部層･中部層を主とし上部層と思わ

れる部分はごく僅かしか分布してい次い.上組地区で

は上部属及び中部層を主とすると思われるがまだ下

部層は確認していない.

以上のことから堂ケ奈路層の地質時代はネオコミア

ンからテュロニアンまでカミあるが仏像構造線に接する

部分にはテュロニァンよりもさらに上位の白亜系が存

在する可能性がある.

半山鰯

本層は堂ケ奈路層の南側に分布する砂岩の優勢な地層

群であり既述のように断層により大きく二分される.

すなわち北側のA帯と南側のB帯である.以下説明の

便宜上各帯毎に説明する.

A帯の半山鰯:この帯に分布する半山層は粗粒の砂

岩を主とし頁岩を挾む地層であるが一般に砂岩は著し

く破砕されておりロｰモンタイト脈の発達が著しい.

この半山層の北側の高岡郡葉山村久保川付近およびそ

の西方では整合的に次第に頁岩の厚層に移り変わる部分

がある.その頁岩層が堂ケ奈路層の下部層と著しく

類似しているので半山層は堂ケ奈路層の下位に位置

する可能性がある.

しかし放がらA帯の半山層の著しく変質あるいは

圧砕された岩相に対し堂ケ奈路層はそのようた変質は

認められ恋い.

地質時代はもし堂ケ奈路層と整合で下位にあるとす

れば領石統相当層ではあるまいかと予測しているにす

ぎない.

須崎煽

既述のように須崎層は各帯によって多少時代の異なる

地層群に分けられるので説明の便宜上北よりA帯･B

帯･C帯に区分し各帯ごとに説明する.

A帯の須崎鰯:本属の基底部は石灰岩･酸性火成岩

類などの巨礫を含む特徴のある礫岩層(甲藤1952)をは

さむやや頁岩優勢な互層から始まり主部は比較的良

く成層した黒色頁岩を主とするが中粒～細粒のタｰビ

ダイト砂岩と細かく互層する部分もある.数層の厚

さ1～10皿の赤色頁岩や赤色～緑色のチャｰト層(1～

2m)をはさむ.しばしば摺曲構造や断層などが見ら

れるのでみかけ上の分布は広いが層厚はさして大き

いとは思え恋い.礫岩層より約200m上位の頁岩(土

佐市宇佐町荻岬)から最近筆者らは上部アノレピアン～

下部セノマニアン下部を示すMωブ5加脇θ∫sp一を採集し

た(図版n8図).

このほか既にこの帯の須崎層産の軟体動物化石とし

てはこれらとほぼ同層準と思われる宇佐の浦内湾南岸

から肋0C㈹刎〃5απg伽〃3と思われる化石が報告され

ており(甲藤1961;甲藤･田代1980)またこれらと

ほぼ同層準と思われる須崎市樽からはアンモナイト

8オ0枕脇αsP.及び80Z舳ツαsp.M850"脇sp､などを産

出している(松本･木村･甲藤1952;甲藤･田代1980)(図

版II参照)

また最近中世古ら(1979)がセノマニアン～上部ア

ルビアンの放散虫を報告した須崎市のセメント工場付近

の赤色頁岩層もほぼ同水準にある.

本属の赤色頁岩を含む地層からはしばしばクリノイ

ドや生痕化石などが見られる.

本属の地質時代は上述の化石から推定しておそら

く上部アルビアンからセノマニアンを一部に含んでいる.

彊帯の半山癩:この帯に分布する半山層は比較的厚

い砂岩と黒色頁岩のタｰビダイト互層である.

砂岩･頁岩ともにA帯の半山層よりは新鮮でよく成

層している.砂岩中のグレｰディングもよく観察され

る.また頁岩には植物片が含まれることもある.

MATsUmT0,KIMURAandK柵｡(1952)による土佐

もちいし

市用石･新居やMムTsU皿0T0andHI肌TA(1972)による

土佐市浅井のアンモナイト産地(いずれもアルビアン中期

の後期)はともに本層中にある.

また甲藤･小畠(1974)による高知市横浜のアンモ

ナイト産地は本属の東方延長部にあたる.

巫帯の須崎鰯:この帯の須崎層は土佐市南方の横波半

島の中央部に模式的に分布する.分布の幅はせまく

300皿内外である.

岩相は頁岩を主とした地層で砂岩との細互層を示

す部分や赤色頁岩及びチャｰト層などをはさみまた

一部には玄武岩質枕状溶岩や凝灰質岩などのいわゆる緑

色岩類が存在するがこれらの岩石の多くはブロックと

して存在しているようである.

頁岩は著しく圧砕され互層中の砂岩も礫岩状にちぎ

れるなど地層は一般に著しく擾乱している(シアｰ相).

チャｰト層(写真2)からはネオコミアン(バラン

ギニアン)の放散虫が報告され(中世古1979;平1979)�
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さらに最近放散虫化石の詳細な検討の結果種々の異た

った時代のブロックが混在していることが明らかになっ

たようである.このゾｰンはいわゆるメランジュ帯と

呼ぶことができる.

C帯の須崎鰯:この帯の須崎層は黒色頁岩と砂岩の互

層を主体として赤色頁岩や薄いチャｰト層をはさむ1

分布地域の北半部はやや砂岩がちであるが南半部は

頁岩が優勢である.また酸性凝灰岩や凝灰質頁岩な

どをしばしぱはさむ.

最近北半部の頁岩中から1η06㈹舳5C£60舳倣主C〃3

が小津高校生徒の植田千秋君によって採集され同高校

の野田耕一郎教諭を介して筆者らに届けられた.また

同層準と思われる横浪半島東端の竜崎の頁岩からは工

a乱60〃6θη加ω3を産する(甲藤1961;甲藤･田代198(〕)

(図版1I1-3図)

また中世古ら(1979)は同層の西方延長部の安和の

緑色チャｰトからセノマニアンの放散虫化石をまた土

佐安和のユズリハ(上半部の凝灰質頁岩)からはコニア

シアン～サントニアンの放散虫化石を報告している.

またユズリノ･の西方大野見町萩中の頁岩から川沢啓

三教諭(追手前高校)によって発見されたイノセラムスは

野田雅之博士の鑑定によれば1η0･伽柳ω肌吻伽伽{5

でありその時代はコニアシアンと考えられる.した

がっておそらくC帯の須崎層にはセノマニアン～コ

ニアシアンの上部白亜系が一部に存在すると思われる.

以上をまとめると下記の通りである.

須崎付近に分布する地層群は北より堂ケ奈路層･半

山層(A～B帯)及び須崎層(A～C帯)に分けられるが

これらの地層灘には恐らく堆積環境の相違による同時

異相の関係が認められる.

すなわち堂ケ奈路層の中部層とB帯の半山層は前

者は頁岩優勢で礫岩や石灰岩レンズを伴い浅海性の堆積

層を示すが後者は厚いタｰビダイトを主とする点など

で岩相は著しく異なるが両者はおそらく同時異相の

関係であろう.

次にA帯の須崎層の上半部とC帯の須崎層の下半

部はおそらく岩相からみても同層準のものであろう.

またその間には既述の放散虫年代によれば時代の

異なる著しく破砕されたB帯の須崎層(メランジュ帯)が

はさまれている.

最後に付記すると仏像構造線に近接した西南日本の

四万十帯の数か所から貝化石が報告されているが既述'

の地層群との関係を考察すると徳島県野々尻の瀕海性

の貝化石(東明1958)は既述の堂ヶ奈路層中部層に似

ている(甲藤･田代!978).

また最近亙α肋獅ωαθτ"(1979)は和歌山県の

目高川層群湯川層から下部白亜系のA妙伽0ゴ0肋sp､,

H{ω肋Zαsp｡,助｡閉ゐZ〃3cfゐ60ブ〃,A∫切〃｡sp.だとの

浅海性貝化石を報じているが同様に既述の堂ヶ奈路層

中部層と関連があると思われる.

また橋本(1969)･M0R0zUMI(1970)･両角(1971)ら

によって報告された和歌山県の目高川層群のイノセラム

ス化石(五α榊α是鮒〃血｡,工伽｡〃血∫,Hα肋¢ωやその他

の二枚貝化石は上部テュロニアン～下部サントニアン

を示しており既述の堂ヶ奈路層上部層に対比されるも

のと思われる.

以上のように仏像構造線にそう部分には高知県ば

かりではなく徳島県･和歌山県にも堂ヶ奈路層に類似

したファウナがあることは大変興味深いことである.

四万十帯化欝の展望

須崎付近以外の2～3の地域について補足説明すると

ともに四万十帯化帯の展望を述べる.

前記地域の須崎層以南には肋0ご㈹刎ゐC£刎伽θη一

∫お,rC£α舳α肋36η∫{5,五ろα倣C洲オ｡ツ勿0α舳3などのコニ

アシアンからカンバニァン下部を示す貝化石を産する野

々川層が分布しまたその南側にはカンパニァン上部～

写真2ネオコミアン(バランギニアン)の放散虫を産する福良のチャ

ｰト(B帯の須崎層)�
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策1表

堂ケ奈路鰯･半山癩･須崎癩の軟体動物化石リスト

堂ケ奈路鰯下部懸

五〇刎{o6oηcf.刎励∫〃刎｡工｡{O亘丁ム

Bα尾ω召〃｡〃θ5(y05〃〃｡が加)cf.〃αg〃｡θ〃5主50亘TA

C03な06=yZ6月α～sp.

P〃Z∫〃^ηαgατoθ〃3'∫O亘丁ム

堂ケ奈路層中部鰯

丹〃｡林立皇｡〃加(s･s.)ク｡c6〃加r〃1む(Y0K0Y舳A)

P.(P.)ん｡是肋〃｡αηα(YE亘ARA)

Lαω北αブ泓〃㎜(?)ゐん〃｡伽5タ∫(YABEandN蝸A0)

Gθブ切〃αaff.加ブろ63加ηαD'ORBIGNY

P3ωゐ6"協αPsp.,a丑､P.α〃伽｡主HAY畑I

/1〃ゐ｡cαブ♂三αアsp.

19Zθ〃ブ｡〃zツαPsp.

`C〃α榊ツ5'sp･(λ6μψ86κ刎?n,sp.)

`03エフ6α'sp.aff.λ〃μ〃｡〃6伽肋α〃｡タ♂ωNA舳0

N励加α尾｡ご加θηぬHAYAMIandKAwAzAwA

lV.刎砿8舳zo¢o{HAY畑I

P〃6α工〃Zαsp.

堂ケ奈路層上部煽

1η0･㈹刎刎(吻捌0倣･)Cf.榊捌0倣3M州丁肌L

工(ハ4二)cf.Zα加αま〃3(Sc亙工10丁亘EI皿)

1.(M.)a丘.Zα物5Sow珊BY

五(〃｡)a丘.3〃ろんθブじツηなαSEITz

五(H吻鮒α〃〃5)cf.κ3肋伽^N蝸A0andMATsUmTo

ハκ8∫o∬αc6〃αsp.

｣M〃6〃α(s.s.)cf.〃〃伽｡主TAs亘IR0

Pαrη〃〃〃∬タ〃〃ツ〃ろ〃･舳3{3(Y畑EandNAGA0)

半山癩B帯

DφoZ0681･α8(D抄｡Zoc6ブα3)サ｡舳伽8MATsU亙0T0andHエRA皿

ル｡クんZツ6加66ブα5(?)sp.

1二｡ツエ06θrα¢加αgen.etsp.indet.

DψoZocθ1一α5(1)φoZor61'α5)a任.∫ヅ83θ北足∫ろ〃･96〃58Sc0TT

須崎鰯A帯

8切α脇αaff.プψo〃rαMATsUmT0

ハ■αブ∫んαZZ6姥5sp.

8oZ〃花ツαsp.

ハ416∫o〃zツZ工んsp.

∫〃｡r㈹伽∫a丑.伽ψc〃3Wo0D§

須崎癩C帯

1η06ぴ〃η刎∫60〃｡8〃ブ比〃∫s.1.PERKINs0N

五(Hα桝㈹刎〃5)舳ψ仰θ〃ぬNムGA0andMATsU班0T0

これまでに報告あるいは記載されているものに

新資料を加えて作成�
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逐一

※里離

茎

羅

図版I

堂ケ奈路層の二枚貝化石

1乃伊｡炉な｡〃加(1〕κro'〃go〃加)少｡c棚が｡ブ〃3(Y0K0YムMA)中部層(堂ケ奈路)

2P.(P.)ク06棚が07〃∫(Y0K0YA肚)下部層(小浜)

3･4℃〃"刎ツ3'sp･(A3卿ψ36加〃n.sp.)中部層(堂ケ奈路)

5･6･7班〃｡6o〃｡f.閉〃5刎刎｡ぢ｡60正ITA下部層(鯛ノ川)

8･9P〃∫6励∫舳g〃03刎ゐOHT人1下部層(鯛ノ川)

O･11肋尾ωθ〃｡〃ω(yo曲伽｡が6∫)cf.刎g〃08刎なOIn五下部層(鯛ノ川)

12･13ム伽加6α〃〃刎(～)みる〃｡θ伽ゐ(YABEandNAG且｡)下部層(小浜)

14`0∫炉ω'sp.(λ刎助〃｡械2a舟.舳肋"励｡〃舳NAGA0)中部層(堂ケ奈路)

15アZ8脈｡刎〃?sp.中部層(小浜)�
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マストリヒシアンを示す多くの貝化石やコニアシアン～

サントニアンを示す放散虫化石を産する中村層･有岡層

(印藤･周代1980;中世古1979)が分布しているカミ既

述のC帯の須崎層と野々川層の間(第11図の須崎層D帯)

野々川層と中村層･有岡層の間には既述のB帯の須崎層

と著しく似かよったいわゆる圧砕された頁岩･赤色頁

岩･緑色岩類で特徴づけられるゾｰンが約100mの厚さ

塙おゆう

ではさまっている.このゾｰンの中村市大用付近では

緑色岩と密接に伴う赤色チャｰトからアルビアンの放

散虫を産する.

また須崎付近の須崎層と南国市以東の須崎層相当層と

の各帯の対比はまだ充分ではないが南国市東方の月

見山およびその南方の手結のメランジュ帯から筆者

らは最近多数の放散虫化石を採集した.その放散虫を

調べた結果interpi11ow1imstone･チャｰト･赤色頁岩

黒色頁岩はバランギニアンから上部カンパニアンまで

の白亜系各階に対応し時代的にも"混在"する岩相で

あることが明らかにたった.

以上のような関係は北帯全体でも認められる.

このように四万十帯化帯では主としてセノマニアン

からカンパニアンのタｰビダイト層が北方上位を示す

いくつかのゾｰン(現在のところ6帯ぐらい～)に分かれて

存在しその間は断層あるいはメランジュ帯によってく

ぎられている.さらに既述の仏像構造線付近および中

村付近には溝海相が分布する.

またこのような関係は既発表の四万十帯前帯(古第

三系)の関係ともほぼ一致している(甲藤･平1978).

すなわち平(1979)がr地球｣第1巻866頁の第

4図に示したモデノレとよく一致しており広く分布する

タｰビダイト層(たとえば野々川層)は付加体上の前弧海

盆(｡｡｡｡｡ti.n｡｡yf｡｡｡伽｡b｡｡in)と角峯釈できその他は

trench･s1opebrea長から海溝内側斜面にかけての堆積物

およびメランジュ付加体と解釈できる由

党ヶ奈路層は基本的には陸棚～上部斜面の堆積物で

産出する化石からもそれは支持される咀A帯の半山層

は陸棚のへり(･h･1hd募･)の隆起帯かもしれない.

メランジュ帯の形成機構については問題点が多いが

放散虫化石の解析等より時代の異匁る岩石がブロック

状に混在していることが明らかになってきた.

欝一､一'

鴻一熱､三､一一

図版皿堂ケ奈路鰯上部麗産イノセラムス

1･21胴｡c伽伽∫Z肋∫WooDsに近い仲間

3'4･5王Zαろ加肋∫(Sc亘皿｡m剛M)か又は五伽〃〃｡〃孤SowERBY

61〃06"η刎舳｡f.腕〃｡伽必NAGAoandMATsUM0T0

※産地はいずれも香我美町上組�
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海洋プレｰト起源の物質(緑色排･チャｰト)と島弧あ

るいは大陸縁起源の物質がブロックとして“混在"する

場として海溝カミ考えられる

とくに緑色岩･チャｰトは海溝外側斜面からオリス

トリスとしてもたらされた可静性がありメランジュ帯

の少なくとも一部は初生的に海溝オリストストロｰム

として堆積しそれが付加されたものと考えられる.

これらについては別途報告の予定である
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〔訂正〕

1.地質ニュｰスNo.279

38頁右側の27行目に脆肋ろ〃6∫cf.是α畑(Forbes)とした

化石(写真24)は宿毛市橋上町奥奈路産(岩合茂教諭擦集)

のもので松本達郎博士によるとGα"他6閉∫n.sp.である.

また宇須々木産のアンモナイト(酒井登志丸教諭提供未発表)

は松本博士によると肋τα動｡曲6∫(P)Sp.である.

2､地質ニュｰスNo.307

口絵写真:写真2の説明文中最後の行の(写真6)は

(写真3)

本文27頁:第3図凡例説明のC:をO:に訂正

校正時に脱落した下記文献の追加

原郁夫･秀敬･武田賢治･佃栄吉･徳田満･塩田

次男(1977):三波川帯の造構運動三脚11帯307-387頁�


